
『ごみの質』調査の結果から
　エコパーク寒川には、さまざまなもえるごみが搬入
されていますが、下記のグラフは、もえるごみについて
エコパーク寒川で実施している「乾燥させた状態のご
み質調査」の結果です。
　内訳は紙類が約半分、次いでプラスチック類と、資
源物が占める割合が非常に高くなっています。また、生
ごみの11％も乾燥さ
せた状態での割合で
あり、乾燥前では何
倍にもなります。
　このことからも、現
在取り組んでいただい
ている資源物の分別
精度の向上と、生ご
みの水切りや自家処理
（堆肥化等）の徹底
が必要といえます。
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飯
山
市
の
ご
み
処
理
の
状
況
を

ふ
ま
え「
ご
み
減
量
計
画
」策
定

　

飯
山
市
の
も
え
る
ご
み
排
出

量
は
、
平
成
15
年
度
以
降
で
最

も
多
か
っ
た
の
が
17
年
度
。
19

年
度
に
は
、
17
年
度
比
で
1
％

の
排
出
量
減
を
掲
げ
減
量
に
取

り
組
み
、
2.4
％
減
を
達
成
し
ま

し
た
。
し
か
し
、
同
じ
期
間
に

人
口
も
2.9
％
減
少
し
て
お
り
、

1
人
あ
た
り
の
ご
み
の
量
は
横

ば
い
。
大
き
な
減
量
に
は
至
っ

て
い
ま
せ
ん
。

　

そ
ん
な
状
況
か
ら
、
市
で
は

平
成
19
年
7
月
に
「
飯
山
市
廃

棄
物
減
量
等
推
進
審
議
会
」
を

設
置
し
減
量
方
法
な
ど
に
つ
い

て
審
議
。
昨
年
10
月
の
同
審
議

会
か
ら
の
答
申
に
基
づ
き
、
今

年
3
月
、「
飯
山
市
ご
み
減
量

計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。　

上
半
期
、
各
家
庭
か
ら
の

も
え
る
ご
み
排
出
量
は
？

　

今
年
の
上
半
期
、
平
成
21
年

4
月
～
9
月
の
、
家
庭
ご
み
の

排
出
量
結
果
が
ま
と
ま
り
ま

し
た
。

　

も
え
る
ご
み
排
出
量
は

１
５
９
３
・
66
ト
ン
で
、
昨
年

同
期
比
2.9
％
の
減
少
。
各
地
区

で
実
施
し
て
い
る
説
明
会
な
ど

で
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
識
が
少

し
ず
つ
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
が

成
果
と
し
て
表
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
『
平
成
23
年
に
18
年
度

比
で
20
％
削
減
』
と
い
う
目
標

達
成
の
た
め
に
は
、
毎
年
、
前

年
比
６
％
ず
つ
の
減
量
が
必
要
。

更
に
徹
底
し
た
減
量
に
取
り
組

ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ど
う
し
て

『
ご
み
減
量
』
が
必
要
な
の
？

　
「
新
し
い
ご
み
処
理
施
設
が

あ
る
か
ら
減
量
し
な
く
て
も
い

い
の
で
は
？
」
と
い
う
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

新
し
い
ご
み
処
理
施
設
『
エ

コ
パ
ー
ク
寒
川
』
の
１
日
の
処

理
能
力
は
35
ト
ン
。
40
ト
ン
の

処
理
を
行
っ
て
い
た
旧
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
に
比
べ
る
と
焼
却

炉
が
小
さ
な
も
の
と
な
っ
て
お

り
、
ご
み
減
量
に
よ
り
施
設
を

効
率
よ
く
大
切
に
使
っ
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。
今
年
完
成

し
た
エ
コ
パ
ー
ク
寒
川
の
焼
却

灰
の
埋
立
処
理
等
を
す
る
最
終

処
分
場
も
、
設
計
で
は
15
年
間

の
使
用
を
想
定
し
て
い
ま
す
が
、

ご
み
の
減
量
が
進
ま
な
い
と
、

こ
の
使
用
年
数
が
早
ま
っ
て
し

ま
う
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

　

ご
み
減
量
の
た
め
に
は
『
単

な
る
ご
み
』
と
、『
資
源
物
』
の

分
別
が
不
可
欠
。
今
ま
で
燃
や

分別・資源化により20％のごみ減量を
リサイクル率向上 34％
不法投棄・違法焼却の根絶

飯山市ごみ減量計画

　「平成 23 年度にごみの排出量を平成 18 年度
対比で 20％削減する」ことなどを基本方針とし
た『飯山市ごみ減量計画』をもとに、今年度か
らもえるごみ減量に取り組む飯山市。
　目標達成には、一部の人たちの取り組みだけ
では決して達成できません。市民と市が一丸とな
り、ごみの分別・資源化に取り組んでいきましょう。

排出量（4 月～ 9 月） 上半期
対前年度比20 年度 21年度

もえるごみ 1,641,200 1,593,660 97.1％
もえないごみ 198,570 227,700 114.7％

合　計 1,839,770 1,821,360 99.0％

※「排出量」の単位は㎏（キログラム）です。

平成 21年度 上半期の家庭ごみ排出量

　右のグラフは、平成 18 年度から
20 年度までのもえるごみ排出量の
実績と、21年度から 23 年度までの
目標値です。23 年度に 20％減量す
るためには、今年度から毎年、前年
度比で約６％ずつごみを減量してい
くことが必要となります。
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もえるごみ排出量の推移と減量年次目標数値
あ
と
３
年
で
20
％
減
量
す
る
た
め
に

は
、
こ
れ
か
ら
毎
年
、
前
の
年
よ
り

約
６
％
ず
つ
減
ら
す
事
が
必
要
な
ん

だ
ね
。
こ
れ
は
市
民
み
ん
な
で
頑
張

ら
な
い
と
達
成
は
難
し
い
な
・
・
・
。

20％、837トン減！

《 １家族あたりで考えると… 》
・20 年度のもえるごみ排出量

392.89キロ
・21年度の減量目標排出量

377.17キロ
・１日あたりの減量目標 

43グラム
→１家族あたり１日43グラムず
　つ、燃えるごみを減らせば21
　年度の減量目標は達成！

　１年間のもえるごみの排出量に周期があるのをご
存知ですか。下のグラフは、この10 年間
の月ごとのもえるごみ排出量の平均をグラ
フにしたものです。こうして見ると、ごみ

もえるごみ排出量の周期を意識して「ごみ減量 20％」を達成しましょう！
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の量が特に増える月がわかりますね。この特に量が
増える時期を意識して、また改めて「資源物」と「生
ごみ」の分別を意識し、集中してごみ減量に取り組
むことで、20％減量を達成しましょう。

■ 8 月
もえるごみが、1年で最も多くなるのが８月。帰
省などで県外から多くの人が訪れたり、スイカ・
メロンなど果物の皮や、食べ物が腐りやすく生ご
みが増えたりすることも原因。食材の買い過ぎや、
料理の作り過ぎなどを減らし、減量しましょう。

■1月、３月
スキー客等観光客の増加もあり、ごみの量が増え
る１月。また３月は引っ越しなどで増えることが
考えられます。このように仕方のない面もありま
すが、家庭ごみが多いのも事実。工夫して少しで
も減量を心がけましょう。

■重点課題
　環境への負荷の少ない循環型社会の構築
　①確実なごみ減量の実現
　②成果のでる啓発・教育
■基本方針と目標
　①ごみの発生抑制　ごみ減量 20％（18 年度比）
　②分別リサイクルの推進　リサイクル率向上 34％
　③不適正行為対策　不法投棄 ･ 違法焼却の根絶

「飯山市ごみ減量計画」の重点課題・基本方針等

実績値 目標値

もえるごみの組成（21年10月調査）

紙類
（47.3％）

プラス
チック類

（21.0％）

その他
（12.2％）

生ごみ
（11.1％）

布類（8.4％）

し
て
い
た
ご
み
が
リ
サ
イ
ク
ル

さ
れ
資
源
と
し
て
生
ま
れ
変
わ

れ
ば
、
温
暖
化
防
止
な
ど
地
球

環
境
の
保
護
に
つ
な
が
り
ま
す
。

大
切
な
地
球
環
境
を
守
る
た
め

に
も
、ご
み
減
量
は
す
ぐ
に
実
行

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

ほ
ん
の
少
し『
ず
く
』を
出
し
て

　

家
庭
で
も
職
場
で
も
、
ご
み・

不
用
物
を
た
だ
捨
て
る
の
で
は

な
く
、
ち
ょ
っ
と
分
別
す
る
こ

と
が
、
ご
み
の
減
量
と
資
源
の

有
効
利
用
に
な
り
ま
す
。
こ
れ

を
家
庭
か
ら
地
域
、
職
場
か
ら

社
会
へ
と
広
げ
れ
ば
、
大
き
な

成
果
と
な
る
は
ず
で
す
。

　

今
日
、
こ
の
瞬
間
か
ら
で
き

る
こ
と
と
し
て
、
ほ
ん
の
少
し

「
ず
く
」
を
出
し
、分
別
資
源
化・

ご
み
減
量
の
取
り
組
み
を
市
民

の
輪
と
し
て
広
げ
、
平
成
23
年

度
に
ご
み
減
量
計
画
の
20
％
減

量
を
達
成
し
ま
し
ょ
う
。

段ボール式生ごみ堆肥化
出前講習会

　開催をご希望の方は、５
名以上のグループで市民環
境課生活環境係（☎62－
3111内線 191・
192）までお申し
込みください。


